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ス，1980 年 7 月 7–19 日），イブ・シュバラー
ルは教授学的転置についての最初の講義を行


















































‘transposition didactique’ が 27000 件以上，ス
ペイン 語表 記  ‘transposición didáctica’ が
11000 件以上ヒットする一方，英語表記では
500 件にみたない（‘didactic transposition’ と 






































































と呼ばれるものである  (Chevallard, 1992, 












































































































































3. 貢献 1：実証的な分析単位の拡大 











































































































































































初等代数  (Chevallard, 1985b; Kang, 1990; 
Coulange, 2001)，比例と量 (Bolea et al., 2001; 
Comin, 2002; Hersant, 2005)，幾何 (Tavignon, 
1991; Chevallard & Jullien, 1991; Matheron, 
1993; Bolea, 1995)，「非十進数」と無理数 
(Assude, 1992; Bronner, 1997)，関数と解析 
(Artigue, 1993, 1998, 2000; Ruiz Higueras, 1994, 
1998; Chauvat, 1999; Amra, 2004; Barbé et al., 
2005)，線形代数 (Ahmed & Arsac, 1998; Dorier, 
2000; Gueudet, 2000)，算術 (Ravel, 2002)，論
証  (Arsac, 1989; Cabassut, 2004)，モデル化 
(García, 2005)，統計 (Wozniak, 2005)，数学と
経済 (Artaud, 1993, 1995)，数学と科学 (Arsac 
































4. 貢献 2：数学的活動と教授活動の記述 








探求は，「教授人間学理論  (Anthropological 
Theory of the Didactic)」の枠の中で，数学プ
ラクセオロジー(mathematical praxeology) や
数学構成 (mathematical organization) という
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訳注３）原文では  ‘the didactics studies the 
didactic’ であり，2 つの ‘the’ が強調され
ている．ここでの定冠詞の使い方はいずれ
も総称用法であり，教授学という学問領域
はより広く，その研究対象はより多い，と
いうことを強調している． 
宮川健 (2011)．「フランスを起源とする数学
教授学の『学』としての性格：わが国にお
ける『学』としての数学教育研究をめざし
て」．日本数学教育学会誌『数学教育学論
究』，94，37-68． 
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